
�

山崎古墳�

　久多美小�

 久多美神社　�

●牧戸団地�

●東福駐在所�

至平田市内�

● 久多美公民館�

平
田
船
川
�

　
県
道
　
号
線�

232

水
田
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
の

先
端
に
あ
り
、
出
雲
西
部
に
は
珍
し

い
石
棺
式
石
室
を
持
つ
古
墳
で
す
。

入
口
は
土
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
奥

の
壁
が
こ
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

中
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
玄
室

は
平
面
が
一
辺
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の

正
方
形
で
、
各
壁
と
も
一
枚
石
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
平
田
市
の
石
棺
式

石
室
は
、
奥
屋
敷

お
く
や
し
き

古
墳
ほ
か
三
基
の

み
で
す
。

平
田
に
あ
る
数
少
な
い
石
棺
式
石
室

*
山
崎

や

ま

ざ

き

古
墳

平
田
市
東
福
町

7前?

９�

９�

431

431

432

中 海

宍道湖�

栗坪1号墳�

乃木二子塚�
古墳�

太田古墳群�

薄井原古墳�

運動公園内古墳群�

朝酌小学校�
校庭古墳�

風土記の丘周辺�

松江市�

東出雲町�
玉湯町�

松
江�

松江�
温泉�

県
庁
●�

乃木�

玉湯�

松江道路�

県
道
　
号
線�

東松江�

一畑電鉄�

21

エ
リ
ア
３
松
江

ま

つ

え

市
と
そ
の
周
辺

こ
の
地
域
は
県
内
で
も
っ
と
も
古
墳
が
集
中
し
、
か
つ
大
型
古
墳
も
多

数
見
ら
れ
ま
す
。
初
期
の
古
墳
に
は
大
き
な
も
の
は
な
く
、
五
世
紀
に
な
っ

て
突
然
、大
橋
お
お
は
し

川
南
岸
を
中
心
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
前
方
後
円
墳
や

前
方
後
方
墳
、
方
墳
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
さ
な
古

墳
も
多
数
見
ら
れ
、
大
草

お
お
く
さ

町
の
東
・
西
百
塚
山

ひ
ゃ
く
つ
か
や
ま
古
墳
群
で
は
一
〇
〇
基
以

上
が
密
集
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
世
紀
後
半
以
降
は
横
穴
式
石
室
・
横
穴
墓
が
多
数
造
ら
れ
、
石
棺

式
石
室
も
こ
こ
で
発
生
、
発
展
し
ま
す
。
の
ち
の
奈
良
時
代
に
出
雲
国
の
国

府
が
置
か
れ
る
大
草
町
と
山
代
や
ま
し
ろ

町
は
古
墳
文
化
の
中
心
地
と
い
え
、
有
名

な
古
墳
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
橋
北
の

東
持
田

ひ
が
し
も
ち
だ

町
の
周
辺
で
、
石
棺
式
石
室
が
七
基
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

　郵便局�

●JA

朝
酌
川� ●朝酌岩屋古墳�

朝酌小�

●朝酌幼稚園�

至松江市内�

至八束町�

県
道
260号

線
�

朝酌小学校�
　校庭古墳�

●�

朝酌公民館�

朝
酌
公
民
館
の
北
に
あ
る
運
動
場

（
も
と
の
朝
酌
小
学
校
の
校
庭
）
脇
に

あ
る
古
墳
で
、
小
型
の
石
棺
式
石
室

が
開
口
し
て
い
ま
す
。
石
室
は
羨
道

せ
ん
ど
う

部
分
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
玄
室

は
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
白

い
石
で
、
加
工
時
の
ノ
ミ
の
跡
が
よ

く
見
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
南
へ

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
大
型
の

石
棺
式
石
室
を
持
つ
朝
酌
岩
屋
古
墳

が
あ
り
ま
す
。

か
わ
い
い
石
棺
式
石
室

!
朝
酌

あ
さ
く
み

小
学
校
校
庭

し
ょ
う
が
っ
こ
う
こ
う
て
い

古
墳

松
江
市
朝
酌
町

6後?

至
安
来�

揖屋�

安来道路�

大型農道�

●公民館�

　出雲郷�
　郵便局�

　出雲郷小�

中電揖屋変電所●�

9

至松江�

須
田
川�

　須田神社�

県
道
　
号
線�

154

栗坪1号墳�

谷
奥
の
南
向
き
斜
面
に
あ
る
方
墳

で
、
石
棺
式
石
室
が
開
口
し
て
い
ま

す
。
墳
丘
は
二
段
で
、
下
か
ら
見
上

げ
る
と
大
き
く
見
え
る
よ
う
に
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
石
室
は
羨
道

せ
ん
ど
う

部
の
天

井
石
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ほ
か

は
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
玄
室
の
天

井
内
面
に
屋
根
の
形
が
線
刻
さ
れ
て

お
り
、
最
近
調
査
さ
れ
た
松
江
市
大

庭
町
の
向
山

む
こ
う
や
ま

一
号
墳
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。

谷
の
奥
に
あ
る
古
墳

@
栗
坪

く

り

つ

ぼ

１
号
墳八

束
郡
東
出
雲
町
須
田

7前?

岡田山1号墳�
岡田山2号墳�

岩屋後古墳�

東百山塚古墳群�

岩舟古墳�

永久宅後古墳�
山代方墳�

山
代
二
子
塚�

大
庭
鶏
塚�

安
部
谷
横
穴
墓
群�風土記の丘●�

茶臼山�
　▲�

意宇川�

至広瀬�

至松江�

御崎山古墳�

432

出雲国府跡●�

出雲国分寺跡●� 島
根
県
を
代
表
す
る
、
有
名
な
古

墳
が
集
中
す
る
地
域
で
す
。
県
内
最

大
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
山
代
二
子

や
ま
し
ろ
ふ
た
ご

塚づ
か

や
、
文
字
の
刻
ま
れ
た
大
刀
が
出

土
し
た
岡
田
山

お
か
だ
や
ま

一
号
墳
、
最
大
ク
ラ

ス
の
石
棺
式
石
室
を
持
つ
岩
屋
後

い
わ
や
あ
と

古

墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
草

お
お
く
さ

古

墳
群
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
お

す
す
め
で
、
そ
の
見
ど
こ
ろ
の
多
さ

は
、
一
日
で
ま
わ
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で

す
。（
写
真
は
岩
舟
古
墳
）

一
日
楽
し
め
る

#
風
土
記

ふ

ど

き

の
丘お

か

周
辺
　
国
・
県
指
定

松
江
市
大
草
町

多�

多�

5～7

25

至
七
類�

至
松
江�

片江小　�

　
長
寿
寺�

●美保関町役場�

　方結神社�

片江港�

方結神社裏古墳�

日 本 海 �

県道37号線�

北中　�

神
社
の
裏
山
を
登
っ
て
す
ぐ
の
所

に
、
大
き
な
板
石
が
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
は
箱
式
石
棺
の
ふ
た
石
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
脇
の
地
面
に
四
角
く

立
て
並
べ
ら
れ
た
石
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
棺
身
で
す
が
、
か
な
り
埋
ま
っ

て
い
る
の
で
注
意
し
て
探
し
て
く
だ

さ
い
。
五
世
紀
ご
ろ
の
古
墳
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
墳
丘
の
形
や
出
土
品

は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

神
社
の
裏
の
古
墳

@
方
結

か

た

え

神
社
裏

じ

ん

じ

ゃ

う

ら

古
墳

八
束
郡
美
保
関
町
片
江

5?

桂島�

加賀港�

至松江�

県道37号線�

日 本 海 �

澄水川�

牛谷古墳�
加賀局�

島根中�

島
根
町
役
場
●�

一
畑
薬
師
へ
上
が
る
道
路
の
、
最

初
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
脇
に
あ
る
二

基
の
古
墳
で
す
。
以
前
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
東
側
の
古
墳
か
ら

は
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

西
側
の
古
墳
は
墳
丘
が
半
分
近
く
道

路
に
よ
っ
て
削
ら
れ
ま
し
た
が
、
ふ
た

石
が
は
ず
さ
れ
た
箱
式
石
棺
が
残
っ

て
い
ま
す
。
カ
ー
ブ
脇
の
空
き
地
に

車
を
駐
車
し
て
、
手
軽
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

道
路
脇
で
す
ぐ
見
れ
ら
る

$
一
畑

い

ち

ば

た

道
路
際

ど

う

ろ

ぎ

わ

古
墳
群

平
田
市
小
境
町

5?

至一畑薬師�

至431号線�

小
境
川�

小境町�

一畑道路際古墳群�

23

県
道
　
号
線�

大型農道�

5

至松江市�

講
武
局
　 

�

講武岩屋古墳�

至御津�

バス停● 

東小�

南講武�

北講武�

果
樹
園
の
中
に
あ
り
、
切
石
造
り

の
横
穴
式
石
室
が
ほ
ぼ
完
全
に
露
出

し
て
い
ま
す
。
残
っ
て
い
る
の
は
玄
室

の
み
で
、
羨
道

せ
ん
ど
う

の
石
材
ら
し
き
も
の

が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
墳
丘
の
盛
土

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
石

室
の
形
や
、
入
口
が
南
を
向
い
て
い

る
こ
と
、
斜
面
に
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
古
墳
時
代
終
末
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
付
近
で
勾

玉
が
採
取
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
井
は
屋
根
の
形

%
講
武
岩
屋

こ

う

ぶ

い

わ

や

古
墳

八
束
郡
鹿
島
町
北
講
武

7

大寺薬師�

大寺古墳群�

至大社町�

都我利神社�
　�

東林木町�

431

大寺�

至平田市�

出雲市�

平田市�

一
畑

電
鉄�

一
号
墳
は
大
寺
薬
師
の
裏
山
に
築

か
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
古
墳
か
ら

は
出
雲
平
野
が
一
望
で
き
ま
す
。
全

長
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
後
円
部
の
山

側
に
は
溝
を
巡
ら
し
、
墳
丘
に
は
葺

石
（
写
真
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在

埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
円
部

中
央
に
小
さ
な
竪
穴
式
石
室
が
あ

り
、
鉄
製
の
斧
と
鍬
先

く
わ
さ
き

が
出
土
し
て

い
ま
す
。
東
側
に
は
横
穴
式
石
室
を

持
つ
二
号
墳
が
あ
り
ま
す
。

島
根
県
最
古
の
前
方
後
円
墳
か

^
大
寺

お

お

て

ら

古
墳
群
市
指
定

出
雲
市
東
林
木
町

4?

山根垣古墳�

至出雲市�

至
十
六
島�

●西郷町公民館�

西郷町�

県道250号線�

徳雲寺�

葦原神社�

平
田
市
街
地
か
ら
十
六
島
に
向
か

う
道
の
途
中
、
東
側
丘
陵
に
築
か
れ

た
方
墳
で
、
墳
丘
は
一
辺
一
〇
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
内
部
に
あ
る
横
穴
式
石
室
は
、

平
面
が
奥
に
長
い
長
方
形
の
両
袖
式

り
ょ
う
そ
で
し
き

で
、
割
石
と
切
石
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
出
雲
市
の
横
穴
式
石
室
、
と
く

に
上
塩
冶

か
み
え
ん
や

築
山

つ
き
や
ま

古
墳
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
出
土
品
は
、
須
恵
器
片
と
金

環
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
塩
冶
築
山
古
墳
に
似
た
石
室

&
山
根
垣

や

ま

ね

が

き

古
墳

平
田
市
西
郷
町

6後�

24

加
賀
港
を
見
下
ろ
す
小
山
の
山
腹

に
あ
る
古
墳
で
、
二
つ
の
箱
式
石
棺

が
並
ん
で
い
ま
す
。
一
つ
は
ふ
た
石
が

外
さ
れ
て
い
て
、
棺
身
の
丁
寧
な
造

り
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は

ふ
た
石
が
残
っ
て
お
り
、
コ
ブ
状
の

縄
掛
突
起
（
写
真
）
が
四
個
つ
い
た

非
常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
古
墳
時
代
に
こ
の
港
を

管
理
し
て
い
た
人
の
墓
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

珍
し
い
箱
式
石
棺

#
牛
谷

う

し

や

古
墳

八
束
郡
島
根
町
加
賀


